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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Gタンパク質共役受容体ファミリーのメンバーです。この受容体は、エプスタイン・バーウイルス（EBV）によって誘導される遺伝子として同定され、Bリンパ球に対するEBVの作用のメディエーターであると考えられています。この受容体は様々なリンパ組織で発現し、Bリンパ球およびTリンパ球を活性化します。炎症組織へのメモリーT細胞の遊走を制御し、樹状細胞の成熟を促進することが示されています。ケモカイン（C-Cモチーフ）リガンド19（CCL19/ECL）は、この受容体の特異的リガンドであることが報告されています。この受容体によって媒介されるシグナルは、リンパ節におけるT細胞の恒常性を制御し、T細胞の活性化と分極、そして慢性炎症の病態形成にも機能している可能性があります。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2014年9月]
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	-
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	CCR7 抗体 (1:1000 希釈) を使用したラット脳、C6、3T3、Hela 細胞溶解物中の CCR7 のウエスタン ブロット検出。
	

	AMRe87677 を 1:2000 で使用して、ラットの脾臓、マウスの脾臓組織からの抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

